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はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点を踏まえた 改善内容又は改善目標

①利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 〇
活動時にスペースを必要とする際には面談
室等の活用し、安全に活動することができる
よう配慮に努めています。

改善すべき点として、物品の経年劣化が目
立ってきている為、環境面の整備が必要で
す。

②職員の配置数は適切であるか 〇
定員10名の利用者に対し、3名の職員（児童
指導員又は保育士等）を配置し安全に努め
ています。

現状の適切な配置を維持しつつ、今後は各
専門の資格を持つ職員の配置を目指してい
きます。

③事業所の設備について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか 〇
保護者や利用者に対し環境面での配慮が必
要かどうか確認しています。

建物の入り口自体に数段の階段があり、バリ
アフリーにはなっていない状況です。地下の
入口よりエレベーターの使用が可能です。状
況に応じてご案内します。

④業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広

く職員が参画しているか
〇

職員一人ひとりが目標に対して評価を行い、
改善策を実施しています。

より計画的に業務分担の改善に努め、職員
の業務量の偏りがないようにしていきます。

⑤保護者等向け評価表（アンケート）により、保護者等に対して事業所の

評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげ

ているか

〇
保護者アンケートの実施と、結果を公表し事
業所の運営の向上に努めています。

保護者との関係性を向上し、意見交換がより
活発になるよう努めていきます。

⑥事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所と

して自己評価を行うとともにその結果による支援の質の評価及び改善の内

容を事業所の会報やホームページ等で公開しているか

〇
ガイドラインに基づき自己評価を行い、事業
所のホームページとワムネットに公表してい
ます。

ホームページの情報公開では、常により分か
りやすい情報提供を意識しています。

⑦第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか 〇 現状、実施する事ができていません。

外部による第三者評価を前向きに検討してい
ます。事業所では、それぞれがどのような視
点を持ち、どのように感じているかなどを意見
交換し今後の業務改善につなげていきます。

⑧職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保しているか 〇

会社全体で企画している研修や勉強会を実
施しています。また各事業所での勉強会は年
間計画をたて、計画的な実施に努めていま
す。

社内の研修だけではなく、外部の研修等にも
積極的に参加し知識を向上させていきます。

⑨アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、児童発達支援計画等を作成しているか
〇

弊社独自のアセスメントツールを基に保護者
面談を実施しています。保護者からの聞き取
りと問題点について客観的に分析を行い、職
員全員で協議し個別支援計画の作成を行っ
ています。

保護者面談では、保護者の心情までをきちん
と受け止められるよう意識しています。

⑩子供の適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツール

を使用しているか
〇

弊社独自のアセスメントツールを基にアセス
メントを行っています。アセスメント内容は、職
員間で常に迅速に情報を回覧し情報を均一
に把握できるように努めています。

アセスメントツールを活用し、職員全体で共
有し支援に活かしていきます。

⑪活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇

週間テーマに沿って日々のトレーニング内容
を職員が考案しています。毎日立案されたト
レーニング内容を、確認や意見を募る時間を
つくり、より良いトレーニングになるよう工夫し
ています。

実施したトレーニングを振り返り、反省点など
を踏まえ次回のトレーニングの立案に繋げて
いきます。

⑫活動プログラムが固定化されないよう工夫しているか 〇
週間テーマに沿ったトレーニングを基に、そ
の日に来所される利用者に合わせた、トレー
ニング内容を作成しています。

トレーニングの立案の時点で、複数の意見を
取り入れより効果的な内容を作成していきま
す。

⑬平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して支援して

いるか
〇

平日は週間テーマに沿ったトレーニングを実
施し、休日や長期休暇については個別トレー
二ングやイベントなど余暇の提供を行ってい
ます。

利用者毎に合わせて、課題を分析しながらト
レーニングの提供を行っていきます。

⑭子供の状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて支援計画

を作成しているか
〇

保護者の要望や、利用者のニーズ、アセスメ
ント内容など、複数の情報を基に個別活動や
集団活動を合わせた支援計画の作成を行っ
ています。

個別活動の提供の際は、より本人の状況を
把握しより効果的な支援を行っていきます。

⑮支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認しているか
〇

その日のトレーニング内容や直近で発生した
特記情報などの共有、関わり方など事前にす
り合わせを行っています。

当日利用する生徒の特性に合わせた職員の
配置などを考慮していきます。

⑯支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われた支援の

振り返りを行い気付いた点などを共有しているか
〇

トレーニング終了後、職員全体で振り返りを
実施し、日々の記録を残しています。

トレーニング終了後の注意点などを共有し、
次回のトレーニングに役立てています。

⑰定期的にモニタリングを行い、支援計画の見直しの必要性を判断してい

るか
〇

利用者の状況の把握等、情報共有を行い毎
月モニタリングを実施しています。モニタリン
グ内容や日々の取り組みを評価し、個別支
援計画の見直しや作成を行っています。

定期的なモニタリング時以外でも、必要に応
じて支援計画の見直しを検討し保護者に相
談していきます。

⑱ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて支援を行っているか 〇

家庭や学校ではない環境を通し、様々な経
験を提供しています。 また事業所での 具体
的な活動内容は机上の課題や集団でのグ
ループワークやレクリエーション、個別療育な
どを組み合わせて支援しています。

コロナの状況を日々確認しながら、感染予防
に努め活動を行っていきます。

⑲障害児通所支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画しているか
〇

サービス担当者会議には、児童発達支援管
理責任者や指導員の中で、最も望ましい者を
決めて参加しています。

職員の育成に努め、より多くの職員が参画で
きるように努めていきます。

⑳学校との情報共有、連絡調整を適切に行っているか 〇

保護者からの依頼があった場合や、事業所
から学校との連携を積極的に行っています。
定期的に訪問し、利用者の情報の共有等を
行っています。

より密な連携を図っていけるよう、関係性の
向上に努め細目に連絡を取り合っていきま
す。

㉑医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子どもの主治医等と連

絡体制を整えているか
〇 現在は医療ケアの必要となる利用者はいません。必要に応じて連携を図っていきます。

㉒就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事

業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか
〇

事業所を利用している生徒が中・高校生の
為、保育所や幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との連携はに関しては概ね
実施しておりません。

必要に応じて連携を図っていきます。

㉓学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業

所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か

〇
利用者の卒業後、障害福祉サービス事業所
への移行される場合には、保護者の同意を
得た上で情報提供を行っています。

現在、卒業する利用者全員を対象に情報共
有の実施ができていない為、全員を対象に実
施できるように努めて参ります。

㉔児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けているか
〇

事業所内で対応が困難な場合には、発達支
援センター等の専門機関へ相談を行い助言
等いただいています。

今後も利用者の適切な支援の為に、外部研
修等に積極的に参加していきます。
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㉕放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機

会があるか
〇 コロナの影響もあり、外部との交流や活動を自粛しています。

コロナの状況を日々確認しながら、保護者の
要望に沿った対応を行っていきます。

㉖協議会等へ積極的に参加しているか 〇
関係機関との連携をスムーズに実施すること
や、共通理解を目指し地域の協議会へは積
極的に参加しています。

可能な限り、複数の職員が参加できるような
体制を図っていきます。

㉗日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解を持っているか
〇

保護者と定期的に面談を実施しています。ま
た、日々の相談事や連絡は電話等にて共有
を図っています。

電話等での相談などは、その日のうちに支援
に反映していけるよう職員全体に共有してい
きます。

㉘保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っているか
〇 利用者や保護者の要望・必要性に応じて、助言等を行っています。

社内の専門家の意見等を参考に支援の専門
性の向上に努めていきます。

㉙運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか 〇

利用開始契約時に、事業所の管理者または
児童発達支援管理責任者が説明を行ってい
ます。運営規程及び重要事項説明書を教室
入口に設置しており閲覧できるようにしてい
ます。

運営規程及び重要事項説明書に変更等が生
じた場合には、保護者に迅速に周知や説明
を行っていきます。

㉚定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必

要な助言と支援を行っているか
〇

6か月に1度以上の頻度で定期的に面談を実
施しています。保護者の悩みなどに応じ、必
要に応じて助言を行っています。その他、定
期以外に保護者から面談希望があった際に
は、個別支援計画の見直しを踏まえ面談を
行ってます。

面談の内容によっては各関係機関に連携を
図る等の調整を行っていきます。

㉛父母の会の活動を支援したり、保護者会等を 開催する等により、保護

者同士の連携を支援しているか
〇

実施する事はできていませんが、今後は保
護者会を開催する事で保護者同士の交流の
場を提供していきます。

アンケート内容に注視していきながら、希望
に応じて実施していきます。

㉝子どもや保護者からの苦情について、 対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速 かつ適切に対応

しているか

〇

事業所に苦情受付窓口を設置し、利用者や
保護者より苦情等を受けた際には、社内フ
ローに従い苦情内容のヒアリングと記録を行
い、個人の権利擁護を図るとともに適正に苦
情解決に対応しています。

苦情受付は全職員が対応できるよう努めて
いきます。利用者や保護者が相談しやすい
環境作りをしていきます。

㉞定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子

どもや保護者に対 して発信しているか
〇

毎月、活動内容や行事予定を各家庭に郵送
し発信しています。事業所内に活動内容や行
事予定を掲示しています。その他、利用者の
様子や支援内容を書面にまとめ、毎月利用
の振り返りとして郵送しています。

現在の取り組みを今後も継続していき、保護
者との共有理解を深めていきます。

㉟個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

事業所内では個人情報が含まれた書類に関
しては鍵付きの書庫で管理しています。また
職員の雇用契約時に、個人情報保護に関す
る誓約書の提出を行い、個人情報の取り扱
いにいての研修を行っています。保護者には
利用契約時に【個人情報保護に関する同意
書】の説明を行い、同意を得ています。

今後も個人情報の取り扱いについてや、記録
及び保管についての研修を重ねてまいりま
す。

㊱障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか
〇

情報伝達に配慮が必要な生徒の利用はあり
ませんが、今後必要になった際には配慮事
項を確認し状況に合わせ対応をしていきま
す。また現在利用している生徒には各障害の
特性に合わせた情報伝達方法により対応を
行っています。

利用者や保護者からヒアリングを重ね、適切
なアセスメントができるように努めていきま
す。また研修等を重ね、各障害の特性に合
わせた情報伝達方法を学びより適切な支援
に繋げていきます。

㊲事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図って

いるか
〇

地域の方と直接交流する活動は実施できて
いません。

コロナの感染終息後、地域の方や関連機関
の方々と交流を持てるように努めて参りま
す。また今後は利用者や保護者の希望を配
慮し、検討していきます。

㊳緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症 対応マニュアル等を

策定し、職員や保護者に周知しているか
〇

策定し事務所内に保管をしています。職員に
は研修や勉強会等の機会にマニュアルを活
用し、周知しています。保護者の方へは、利
用契約時に契約事項と併せ、説明を行ってい
ます。

事業所内に最新情報のポスター等を掲示し
迅速な周知を今後もしていきます。

㊴非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行って

いるか
〇

防火管理責任者を中心に、年2回の避難訓
練、救出訓練などの総合訓練を実施していま
す。

事業所単位での避難訓練とは別に、会社全
体で避難訓練を行い緊急時に迅速に対応で
きるように努めていきます。

㊵虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をして

いるか
〇

虐待チェックリストを基に、虐待に対する共通
理解を深めています。会社全体では虐待防
止委員会を設置しています。事業所では定期
的な虐待研修の実施と外部の研修等に参加
しています。

今後も事業所や会社全体で虐待防止の研修
等を重ね、虐待防止に努めていきます。

㊶どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、 放課後等デ

イサービス計画に記載しているか

〇

該当する利用者の保護者には、管理者又は
児童発達支援管理責任者より状況や方法等
の説明を行い、書類に同意をいただいていま
す。また、定期的に継続検討についてケース
会議を行い継続の必要性や見直しを事業所
内で話し合い保護者に改めて説明していま
す。

活動の中で利用者の状況の把握を行い保護
者との連携を重ね、拘束ではない代替方法を
考え提供していきます。

㊷食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がさ

れているか
〇

現在は医師の指示書が必要となる利用者は
いませんが、必要に応じて対応を行っていき
ます。また、事業所の契約時に保護者からの
ヒアリングや、アセスメントからアレルギーを
把握しています。

今後も保護者から細やかなヒアリングを継続
し、必要時に迅速に対応できる体制を維持し
ていきます。

㊸ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 〇

事業所であがったヒヤリハット報告書は回覧
し、管理者及び児童発達支援管理責任者が
中心となり、事例集の作成を行っています。
会社全体で事例の共有を図り、事前の発生
防止に努めています。

会社全体の事例集を基に、事業所内で勉強
会等、意見交換の場を持ち事故を未然に防
ぐ事ができるよう努めています。


